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• オリオン⼤星雲にあるM42領域のアーカイブデータ(12CO(J=1-0), 分解能21”)を新しく解析すると、
8km/sの速度成分を持つ分⼦雲と13km/sの速度成分を持つ分⼦雲の分布が相補的なっていること
が少なくとも3箇所で確認できた。

• 「速度成分の異なる２つの分⼦雲が衝突することにより⼤質量星が作られる。」という仮説を⽴て
た。

• 衝突のタイムスケールは~0.1Myrと推測される。(これはyoungest cluster membersの年齢と⼀致
する。)

• ⼤多数のlow-mass cluster membersは衝突する前に形成される。

• 衝突を通じてO型星が形成されたと考えられる他の8個のケースと⽐較することにより、現在の仮
説と⼤質量星形成のシナリオについて議論した。

Abstract 45m
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Introduction
• 分⼦雲が衝突していると考えられる領域がMWとLMCで合計8つある。これらの衝突は10-30km/s

の速度成分で起こっており、⾃⼰重⼒は⽀配的ではない。(観測)

• 衝突によって分⼦雲の密度が⼤きくなることが理論でも⽰されてきた。

• 分⼦雲衝突が⼤質量星形成の主な要因であるとするにはサンプル数が⾜りない。

• この論⽂では、⼤規模な星形成領域であるM42,M43の12CO(J=1-0)のアーカイブデータを⽤いて新
たな解析を⾏った。
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0°

⼆つの分⼦雲を⾒分けることができた。
(b)-(d) と (f)-(h)

衝突後の⼆つの分⼦雲の相補的な分布

Bridging featureが⾒られる。
V-shape
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45°

⼆つの分⼦雲を⾒分けることができた。
(b)-(d) と (f)-(h)

衝突後の⼆つの分⼦雲の相補的な分布

Bridging featureが⾒られる。
V-shape
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90°

⼆つの分⼦雲を⾒分けることができない。
相補的な分布も⾒られない。

Bridging featureわからん。
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速度分布図
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Figure8 : 位置-速度 マップ Figure9 : 速度chマップ

75%のCO emissionが⼀つのcomponent
で6-13km/sに分布している。

5.3-9.8km/s((b),(c),(d))と11.4-14.4km/s((f),(g))
でCO emissionが⼤きく異なる。

⼆つの分⼦雲が重なっていることを⽰している。
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Figure10 : blueshifted cloud と redshifted cloud の⽐較

blueshifted : imageと⿊コントア
redshifted : ⽩コントア

電離⽔素領域は無い

M42

M43

U-shaped cloudを⾒つけた。
blueshiftedとredshiftedが相補的な分布になっているこ
とを⾒つけた。(詳細はfigure11)
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V-shaped gas distributionは分⼦雲衝突の指標 in (2.4)

(a) figure4(k)と似てる。

(b)(c) figure5(k)と似てる
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blueshifted redshifted

M43に
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衝突前 衝突後

北部 : keyとkeyhole

南部 : U-shaped

Figure17 :

Table5 : 主な物理量
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cross : variable stars(変光星)

color : 12CO(J=1-0) blueshift

contour : 変光星の密度分布

color : 12CO(J=1-0) redshift

(low-mass young star)

low-mass young starの分布は
buleshiftedとよく⼀致

⼤質量星の分布よりも空間的
に広がっている
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Conclusions
• M42, M43⽅向の分⼦雲は⼆つの速度成分を持つ可能性があることを⽰した。

blueshifted : 4.0-11.1km/s, 1.5×104太陽質量
redshifted : 11.1-14.9km/s, 3.4×103太陽質量 ⼤きさは4-7pc

interface layerは1000太陽質量

• blueshiftedとredshiftedの分⼦雲が少なくとも3つの領域(θ1 Ori, θ2 Ori ,and M43)で相補的な分
布(0.1-1pc)であることが分かった。シミュレーションによるとこれは分⼦雲衝突の証拠である。

• blueshiftedとredshiftedの分⼦雲が衝突してM42とM43の⼤質量星が形成されたと考えた。衝突の
⽅向が視線⽅向に対して45°傾いていると仮定すると、相対速度は~6km/s, separationは~0.5pc
となる。これより衝突のタイムスケールは~0.1Myrと計算される。

• blueshiftedとredshiftedは~4-7pc広がっているが、⼤質量星が形成されているのはその中の⼀部
の領域だけである。これは、⼤質量星が形成されるのはある程度の柱密度以上の⽅向である(Fukui 
et al. 2016)という主張と⼀致する。

• ⼤質量星とlow-mass starの形成のタイムスケールより、low-mass starは分⼦雲衝突が起こる前
に形成されたと考えられる。


